


「失われた10年」と呼ばれる90年代の経済停滞から
ようやく日本経済は回復しつつあります。
その間、世界の経済は大きな変化を遂げました。
情報技術の普及（ IT革命）と国境や国籍の区別を超えた
経済活動の拡大（グローバル化）は世界に豊かさをもたらすと同時に
地球規模での経済問題も引き起こしています。
また日本国内に限っても少子高齢化を代表とする大きな社会変化を迎えています。
経済学は長い歴史の中で常に世の中の現象を読み解き、理論化し、
応用実践して経済社会の発展に寄与してきました。
そして、ますます複雑化しグローバル化している現代の課題に取り組み
日本と世界の明るい未来の建設に挑んでいます。ェ
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慶應の経済で「温かい心と冷たい頭」の紳士淑女に

慶應義塾大学経済学部における教育は、精緻な知的訓練と広範な論議を通じて、つねに変化する現

実の経済社会を認識し評価する知性を磨くこと、を主要な目的としています。

現実社会のさまざまな問題や課題の多くは、その根底に経済の問題があります。経済学を体系的に

理解しその分析手法を習得することにより、それらの事柄について自分なりの判断の基準をもつこ

とができるはずです。単にすぐに役に立つ知識を得るというよりも、考え方の基礎を学ぶことが大切

なのです。さらに経済学の論理体系は国際的に共通なものが多く、それを身に付けることにより活躍

の場が大きく世界に広がります。また、大学は狭義の学問の場だけでなく、幅広い人間形成の場でも

あると考えていますので、社会貢献活動やスポーツをはじめとするさまざまな面における学生の主

体的な機会が与えられています。それをどう活かしてゆくかは一人一人の意識にかかっています。

慶應義塾の創設者福澤諭吉の『福翁自伝』を読むと、大坂の「適塾」で、優れた仲間に囲まれ、互いに

切磋琢磨しながら、一心不乱に学問に打ち込む姿が描かれています。厳しい勉学の合間には塾生同士

の楽しい交流もあったようです。これがまさに教育の原点ではないでしょうか。また、上野で戦争が

起こり、江戸市中が大混乱しているときに、慶應義塾では福澤先生がいつもと変わらず講義を続けて

いました。そして「慶應義塾は一日も休業したことはない。この塾のあらん限り大日本は世界の文明

国である」といって大いに塾生を励ましました。このときに読まれていたのがウェーランドという人

の経済学書だったのです。このように慶應義塾は早くから経済学を重視し、経済学部の前身である理

財科を置いて経済学を体系的に教えてきました。慶應義塾で経済学を学んだ人々は、明治以降日本経

済の発展に指導的役割を果たすようになり、「慶應の理財、経済の慶應」と呼ばれる黄金時代が築かれ

たのです。

慶應義塾大学経済学部には、こうした伝統が今も脈々として生きています。積極的な意識をもって

学生生活を送れば、かけがえのない充実した時間をもつことができるはずです。そこで磨かれた知性

と、教員、同級生、先輩・後輩との人間的な絆は、皆さんの一生の宝となるでしょう。

経済を学ぶためには、現実社会の中で何が解決されるべきかを見出す「温かい心」と、そうして見

出された問題を解決する「冷たい頭」のどちらもが必要だといわれています。私たちは、「温かい心」

と「冷たい頭」をもち、気概に満ちながらもバランス感覚ある紳士淑女を社会に送り出すことに努力

を重ねています。そんな「慶應の経済」で学んでみませんか。

経済学部長

塩澤修平
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元財務大臣

塩爺（しおじい）の愛称で人気を博した、塩川正十郎氏。慶應義塾大学経済学部を60有余年前に卒業後、一般企業を設立。
その後政界へと進まれ、各大臣を歴任し、今なお各方面で活躍されている塩川氏を、経済学部長 塩澤修平が訪ねた。
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塩澤　現在、現役の大学院生でいらっしゃいますね。一度ご卒業され社会で何十年も活躍されてから、改めて学ぶと
いうのは、随分と違いを感じられていますか？

樋口　そうですね。大学院ではやはり勉強中心になっているということで一寸違った感覚ですかね。大学時代には、友
人とのつき合いにウェイトがあった。あまり模範的な塾生ではありませんでしたからね。マージャンばかりやってい
てね。（笑）大学院の受験をする時に、初めてマルクスとかケインズとかを勉強してみて、当時やればもっと面白
かったのにな、というふうにも思いました。あと、先生方から色々なお話を伺いながら、別の価値基準で自分の中
で反芻して考えてみる癖がついているように思います。先生方が言われることを、もう一回本を読み直してみた
り、自分で考え直してみたりして自分なりの答えを導き出すようにしています。

塩澤　教える教師も、学生たちも、社会で経験を積んだ方が入ってこられると、良い影響を受けますでしょうね。

樋口　そういうプラスになるような学生でありたいとは思うんですけどね。

―会社は社会の為に存在する

塩澤　社会に出られて、経済学の重要性を痛感されたということでしょうか。

樋口　そうですね、学生時代は会計学とか簿記とか商学関係を中心にやっていたように思いますが、会社に入ったあ
と若い頃に配属された人事部では、いろいろと考えねばならなくなった。給与制度改革の仕事に回されたんで
すが、そこで「サラリーマンにとって給与とはどういう意味があるのか」「給与制度とはそもそも、どういう意味が
あるのか」「労務管理とは何か」といったところから始まって「会社とは一体何の為にあるのか」といったところ
まで考えざるをえなくなった。それぞれに疑問が生じると、それに関連する本を読む必要が出て、仕事に関連し
ていろいろな興味が沸き出してきましたね。

塩澤　企業として競争の中で存続するための経営と、社会的な使命との兼ね合いについては、どのようにお考えで
すか？

樋口　会社っていうのは、社会の為に存在しているんですよ。社会の為に社業を通じて何らかの貢献が出来なくなった
ら、会社は存在している意義がないと私は思っているんです。利益だけ上げようと思ったら、我々の会社も損保
は辞めて、資産運用だけで食ってったほうが、ひょっとしたら儲かるかもしれない。（笑）でもそれは、許されないこ
とだと思うんですよ。

塩澤　確かに、最近一部では、本業が何で収入源が何かわからない企業が結構出てきていますね。不祥事も多いで
すし。

樋口　私共も、外資系のコンサルティングファームに来てもらったりしたことがありますが、その方たちは口を揃えて「私
たちは会社の企業価値を上げるために雇われている」って言うんです。それで、「企業価値って何だ？」って聞く
と「株価です、時価総額です」って答える訳ですよ。私も色々な新興企業ともお付き合いして、今日は時価総額
が何兆になっただの、次の日になったら何兆になっただの言っているのを聞きました。豆腐屋じゃあるまいし…って
思うんですよ。（笑）私共は、そういうことで一喜一憂するような経営は全く考えていないんです。経営理念とも哲
学とも一致しないから、そんなコンサルティングは必要ないって思いましたね。

―利潤追求は正しい　ただやり方の問題

塩澤　経済原論などでは、企業は利潤追求であるということを説いていますし、経済学というのは、ある意味では誤解
されやすい学問なのかもしれませんね。

樋口　基本的に利潤追求というのは正しいと思いますよ。ただやり方の問題なんでしょう。

塩澤　十数年前のバブル期には、企業のメセナや社会貢献が、ある種のブームになっていましたが、その後の不況期
にはかなり減少しましたよね。また最近経済全体が上向いてきて、そうした時に、企業は何を一番心して行うか、
ということですね。

樋口　一皮むけば儲かりさえすればいいという思想の方は財界にもおられるようですが、やはり利益だけを追求してい
たのでは、会社は存続する意味がないと、私は思っています。今の時代にそれを強調すると、時代遅れだなん
て言われたりもしますが、時代の問題ではない。古来君子と小人の違いは窮した時にみだれるかどうかだと言
われますが、今はみだれる人が多い。みだれていると気がついてさえいないのかもしれません。

―先輩に楯ついたこともある　信念は曲げたくなかったから

塩澤　これから大学に入ろう、あるいは社会に出ようという人たちに、ぜひ伝えたいことは？

樋口　まず、自分の頭でよく考えること。そして考える時には、狭い視野にならないように、いろいろな意見に耳を傾けて
吸収してほしいですね。その時点で、いろいろ学校で学んだ事が非常に役に立つと思います。もちろん実社会
で学ぶこともありますし、勉強の幅が広がって行くに従って、いろいろな考え方ができるようになりますから。そし
て、柔軟に物事を考えると同時に、ある種の頑固さを持ってもらいたいですね。私も若い頃、会社の先輩に楯
ついたこともありました。自分の信念は曲げたくなかったので。でも、結果的には不利な扱いを受ける事もなく、と
にかく社長にまでなった。とにかく、自分でこうだと思ったら、そちらへ迷わず行くということです。それで結果が悪
かったら悪かったで仕方がないんです。自分の人生なんですから。人の言う通りにやって上手くいかなかったら、
ますます悔いが残りますよね。みなさんには、悔いのない人生を送ってほしいと思います。

	 塾出身の同僚が会社の生活はマラソンみたいなものだと言っていたのを思い出します。とにかく前を向いて寄り
道や近道をしないでひたすら走っていく。気がついてみると一緒に走っていた人が一人消え、二人消え、最後
は運よく転んだり、怪我しなければ一人で走っているというわけです。そういうものかもしれませんね。

経済学部を卒業後、社会で活躍され、さらに学ぶ意欲に溢れる樋口氏。「自分は学ぶ環境に恵まれている」と
言って顔をほころばせながらも、凛とした姿勢でインタビューにお答えいただきました。その姿勢は、「人の意
見に耳を傾け、柔軟に思考し、信念を貫く」というメッセージを、まさに体現されているようでした。
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東京海上日動火災保険株式会社
相談役

樋口公啓氏

　樋口公啓 / ひぐち こうけい
1960年 慶應義塾大学経済学部卒業 / 1960年 東京海上火災保険株式会社入社 
1996年 同社 取締役社長就任 / 2001年 同社 取締役会長就任 
2003年 同社 相談役就任 / 2004年 東京海上日動火災保険株式会社 相談役（現職） 
2005年 慶應義塾大学大学院経済学研究科修士課程修了 
2007年 慶應義塾大学大学院経済学研究科博士課程（ 3 年在学中）

慶應義塾大学経済学部
学部長

塩澤修平

東京海上日動火災保険株式会社の相談役 

でありながら、慶應義塾大学大学院経済学 

研究科博士課程に在籍中の樋口氏。

その学ぶ姿勢の根源について、さらには、

経営者の視点で見た経済学について伺った。
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株式会社テレビ東京ダイレクト 取締役

お互いに支え、刺激しあえる。

慶應だから、今の友を得られた。

応用力の高い経済学。

ヒット番組は、経済理論から生まれた。

中学時代の夢が叶った。今は、 まだチャレンジしている真っ最中。

金融人、経済人になりたい。

目標のために選んだ経済学部。

勉強の虫が人脈の虫に。

年数が経つほど、愛校心が増す。

上場することで、社員の規律意識が変わる。それが次の飛躍に繋がる。
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　経済学部を選んだ理由も、その後のキャリアも 
同級生と比べて一風変わっていると自身で語る奥 
由香氏。「経済学部を選んだのは、なんかこう一番
知らない分野だったからなんです。選択の自由がある 
中で、どうせやるなら、知らない、動きの激しそうな 
ものをやってみようかなって。こんな風に言ったら 
怒られるかもしれませんが、そういった興味が強かった
からなんです。ちょっと変わってますよね。イギリスの 
大学院留学から帰国し、その後大使館に入ったと 
いうのも同級生からすると珍しいほうです」そんな 
彼女の知的好奇心を満たしたのは、英語と統計学 
だった。「英語に関しては、大学が私にとってのス 
タートになったと思います。英語をちゃんとネイティブ 
スピーカーの先生に習って、人が英語で意思疎通 
できるんだって、話していて面白いなって思ったのが 
初めてでしたね。ロンドン留学のきっかけにもなった 
んじゃないでしょうか。統計学については、ロンドンで 
経済を勉強する際に、非常に役立ちました。慶應で 
統計に興味を持っていなかったら、そういう方向に 

進んでいなかったでしょうね。マクロとミクロ経済学の 
基礎知識がなかったら多分ついていけなかったと 
思います」さらに統計学について「経済学って結構 
難しいというか、予測なんかをする時に、人を論破 
するのがすごく難しいですよね。なんとなく思うって 
いうのだと説得力がないんですよ。もちろんそう 
いった感覚も必要ですが、そんな中で統計学を活用 
して数字で分析すると、それをサポートするデータが 
できたりして。そういった手法があることを知ったと 
いうのが、すごく面白かったです」他に印象に残って 
いる授業に、国際経済がある。「歴史は歴史、理論 
は理論、現状は現状にどうしてもなりがちですよね。 
それが、一つの線に繋がったのが国際経済の授業 
だったんです」経済学部の教えは直接的にも間接 
的にも、今の彼女を支えている。

　大学や学部選びのアドバイスも、肩に力を入れ 
ない自然体。「私もそうでしたが、高校生の時点で 

『自分は将来何をやりたい』って、はっきり言える人 

は少ないと思うんですよね。大半の方が、曖昧な 
意識の中で学部選びをすることになる。そうすると 
変な選び方かもしれませんが、その先の選択肢が 
一番多そうな学部を選ぶというのも、ひとつの方法 
かなと。経済学というのは、どんな仕事をするにして 
も必ず必要なものですから、非常にいいのではない 
かと思いますよ」それは、同級生を見ていても実感 
するという。「最初は金融に就職した同級生たちも 
後に転職していろんな分野に散らばっています。 
それで分野を変えて苦労したっていう話は聞かない 
んです。いろんなところで活用できて、且つ必要と 
されているのが経済学なんだなと、強く感じています」 
そんな経済学部の友人たちは、何か困ったことが 
あれば、すぐにメールで教えてくれるという。今でも 
頼れるかけがえのない存在だ。

ゼミでは台湾に合宿も。

全ての経験が、仕事の原動力。

責任の大きさを強く感じる日々。その毎日は、前向きな苦労の連続。

目標を持って、前向きに。

なんとなく、は通用しない。

だから数字の裏付けが必要。

経済学は、 ものを見るひとつの見方。それを仕事にも繋げたい。

その先の選択肢が多い。

これが学部選びの方法。
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入学歓迎行事　学生企画

入学歓迎行事　日吉能　「清経」
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Q.01 Q.02

慶應や早稲田の学生を中心に構成される
国際学生シンポジウムの運営委員になったこ
とが大きな転機と
なりました。全国か
ら200名が集まる
このシンポジウム
の運営委員には慶
應の経済学部の先輩方も多く、「経済学を
120%楽しもう」とする姿勢にすごくインスパ
イアされたんです。

3年になってからは、PCP（P46参照）の授業
を選択し、モチベーションの高い仲間と柔軟
な考え方で国際経済を学んでいます。PCPで
学ぶことで、海外や院での活躍など将来の可
能性が広がると考え選択しました。カナダへ
の交換留学についても同じ考えから参加を決
意。1年間で自分をどれだけ追い込めるか、今
から楽しみです。
きっかけは何であれ「入学してからの頑張
り」にしっかり返事を出してくれるのが経済学
だと思います。何十年後かに後悔しないよう
に、「今何ができるか」を積極的に考えてみる
べきだと思います。

経
済
学
は
、頑
張
り
に
答
え
を
出
し
て
く
れ
る
。

「
今
」
で
き
る
こ
と
を
積
極
的
に
考
え
て
！

高校時代は、自分が何をしたいのか漠然と

していました。どこに入っても同じなんじゃな

いかって。そんな時に親から「伝統があり、社

会で活躍されている方が多い慶應の経済学部

に入ったらどうだ？」って言われて、「あぁ、

そうだなぁ」って感じで決めてしまいました。

大先輩の塩川元財務大臣（P6～P7にインタビュー

記事があります）と同じきっかけだと思うと感慨

深いですけどね。（笑）今思えば、何のために

大学に行くのか、自分の中で整理しておくべき

だったと感じています。それを強く意識する

ターニングポイントになったのが2年生の時

でした。

「
伝
統
が
あ
る
し
、社
会
で
活
躍
さ
れ
て
い
る

方
が
多
い
か
ら
」と
親
に
勧
め
ら
れ
て…

。

慶應の経済学部は、非常にゼミ（P20参照）が
盛んです。優秀な先輩や同級生に囲まれ、充
実した活動ができましたが、昨年の三田論※

作成ではとても苦労しました。4人編成のチー
ムでしたが、最初はチーム内の雰囲気も悪く
論文のテーマも決まらず…といった状態。最
終的にはリーダーを決め、すばらしい論文が
発表できたことで、その時の仲間とは今も毎
週飲みに行くほど仲良くなりました。
また、3年生の時には、就職のために外部
講師の方からお話を聞ける授業があり、特に
金融業界について、早い段階から理解が深ま
りました。講師の方のお話を聞き、金融業界
への就職を決断できたと思っています。企業
が求める「自分の考えをしっかり持って行動
できる人材」の形成に、経済学部で培った能
力が、非常に役立ちました。
高校の時には、漠然とでも良いので「自分
が将来何をしたいか」を考えるべきではない
でしょうか。しっかり考えて出した答えなら、
たとえ大学に入ってから考えが変わっても、き
ちんと軌道修正できると思います。

優
秀
な
仲
間
が
集
う
、経
済
学
部
の
ゼ
ミ
で

自
分
の
考
え
を
し
っ
か
り
持
つ
こ
と
を
学
ぶ
。

僕の答え 私の答え

高校の頃から、青年海外協力隊の話などを

聞いて外交官になりたいと思っていたので、法

学部か経済学部を選択しようと考えていまし

た。ネットで授業内容を調べてみると、経済学

部に「開発経済学」の授業があり、興味を持

ちました。ただ、数学があまり得意ではなかっ

たので、経済の専門的な議論について行ける

か不安でした。やはり、経済学部では数学を

使う授業が多いので、苦手意識を持たずに

しっかりやっておけば良かったと実感していま

す。そのためにも、私は社会受験ですが、あえ

て数学受験者と同じ授業を選択し、苦手を克

服するよう努力しました。

外
交
官
に
な
る
夢
を
実
現
す
る
た
め
に
。

苦
手
意
識
を
克
服
し
た
か
っ
た
。

経済学部 3年 星　浩之 田中祐見経済学部 4年

※三田祭のための研究発表論文の略。

学部って、どうやって
選べばいいの？

学部って、どうやって
選べばいいの？

将来の夢って
急に言われても…
将来の夢って

急に言われても…
入試には、何を

準備すればいいの？
入試には、何を

準備すればいいの？

先輩たちの快答集
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慶應の経済学部には本当にいろいろな人が
います。ベンチャー企業を起こし10名の社員を
束ねている人や、ボランティアに明け暮れる人、
全く勉強しないのにすごく成績の良い人…。
そんな刺激的な人々に囲まれて、経済学を学
んでいるうちに、日本だけではなくグローバル
な視点で経済活動全体に興味が湧き、国際
センターの短期留学制度を使って、オーストラ
リアに留学しました。より広い視野で日本や
世界の経済を学び、経済学の重要性を実感し
「経済学って、思っている以上に面白い！」と
気付きました。
就職に関しては、「慶應の経済」というと各
方面で活躍されている先輩が多く、信頼され
ている感じを受けました。経済学部の生徒は
金融や経営コンサルティング会社に求められ
ていますが、最終的には「人柄」が大切だと思
います。就職活動をしていて実感したのです
が、どんなに学問に精通している人よりも、想
像力や発想力のある人材が選ばれるのです。
慶應の経済なら、その想像力や発想力を伸ば
すことができると思います。数学が得意な人
はぜひ経済学部を受験すると良いですよ。

経
済
学
っ
て
、思
っ
て
い
る
以
上
に
面
白
い
！

想
像
力
と
発
想
力
が
身
に
つ
く
経
済
学
を
。

入学前は、はっきり言って経済学っていうの

はイメージしづらい分野でした。経済学を選ん

だ理由は、数学が得意だったので、後々ラク

かな、と思ったからです。それにどんな方向に

も進めそうだったので。ただ、「数字を使って

世界を見てみたい」という思いは漠然としなが

らも、ありましたね。今、高校生の家庭教師を

しているんですが、学部選びのアドバイスなど

自分の経験を伝えられるのが嬉しいです。そ

の高校生にも良く言うんですが、もっといろい

ろな本を読んでおけばよかったと思います。

経済学を学ぶ上で、「想像力」や「発想力」は

重要ですから。

経
済
学
っ
て
イ
メ
ー
ジ
し
づ
ら
か
っ
た
。

で
も
、「
数
字
を
使
っ
て
世
界
を
見
た
い
」。

入学してからは、授業とサッカーの練習時間
が重なることもしばしば。練習を優先しなけれ
ばいけないので、授業内容を理解するのが大
変です。でも、そんな時間がない中でも練習と
授業をしっかり両立できた時、最高の充実感を
得ることが出来ました。課外活動では、小学生
向けのサッカースクールで指導をしています。
地域住民の方との
交流や、運営に携
わることで、広い
視野を養うことが
できました。
経済学に特別な思い入れはなかったんです
が、寄付講座で日本の経済界をリードする方々
のお話を聞くことができたのはラッキーでし
た。これは、経済学部ならではのメリットだと
感じています。金融や国際取り引きの話など、
他では聞けない経済の深いお話を聞くことで、
経済学の面白さを知りました。
大学は、いろいろなことにチャレンジできる
良い時期です。最初から何をするか決めるのが
難しいと感じたら、入学後にも可能性を広げら
れるような学部を選択すれば良いと思います。

入
学
し
て
か
ら
経
済
学
の
面
白
さ
を
発
見
！

悩
ん
だ
ら
、広
い
可
能
性
を
持
つ
経
済
学
を
。

経済学が、卒業後の就職などでどう活かせ

るのかわかりませんでしたが、経済学部は、

慶應の花形というイメージで、各界に有名な

出身者がいるという良いイメージだけはあり

ました。（笑）正直なところ、スポーツをしてい

る人も多く活発なイメージもあったので、サッ

カーをしている自分にはぴったりだな、という

くらいの印象でした。体育会のサッカー部に

入ろうと思っていたので、授業との両立がきち

んとできるか心配でした。経済学自体への興

味より、いかに自分らしく学生生活を過ごす

ことができるか、といったことで頭がいっぱい

でしたね。

慶
應
の
花
形
、ス
ポ
ー
ツ
も
盛
ん
な
印
象
。

サ
ッ
カ
ー
部
の
自
分
に
ぴ
っ
た
り
だ
と
思
っ
た
。

授業に関しては、積極的に受けたくなる授
業が多いと感じています。「単位取得が簡単だ
から」という理由で授業を選ぶ人もいるようで
すが、僕は単位取得が大変でもやりがいのあ
る勉強をするのが好きですね。特に少人数で
行う英語の授業（P22～P24参照）は、文法など
ではなく、プレゼンテーションが中心なので、
とても楽しくやりがいを感じています。来年に
は留学も考えています。
サークルでは「塾生新聞会」に所属し、2年
生になってからは役職に就きました。広告営業
や社会人へのインタビューなど、大変な作業
もありますが、新鮮でいろいろな刺激に触れ
ることができるので、とても楽しいです。
まだ2年生なので、いろいろな分野にチャレ
ンジしながら、のんびり時間をかけて将来の
ことを決めていこうかな、と考えています。大
学に入って、いろいろな人と出会い、経験を積
むことで、自分が考えている以上に環境が変
わり、価値観が変わっていきます。とにかく広
い視野で考えて、いろいろな選択肢の中から
学部を決めていったら良いと思います。

ま
ず
は
、い
ろ
い
ろ
な
分
野
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。

将
来
の
こ
と
は
、の
ん
び
り
考
え
よ
う
。

高校で受けた政治経済の授業が面白かっ

たので、大学では経済学部に入ろうと、早くか

ら決めていましたので、学部選択に悩んだとい

うことは、特にありません。ただ、受験のリス

クを考えると、文学部や法学部など、他の選

択肢も検討しておけば良かったと思いますが、

経済学部の授業を受けてみると、必修と選択

の授業バランスが良く、好きな科目をたっぷり

学べるので、やはり経済学部を選んで良かっ

たと思っています。嫌いな科目をこなさなけれ

ばいけない高校の授業とは違い、好きな科目

を学べる大学の授業の楽しさを実感している

ところです。

社会問題の中でも政治に関する視野を広げ
るために、2年生の時に議員インターンとして、
議員事務所で秘書の仕事を経験しました。政
治の世界を垣間みることができたのはもちろ
んですが、さまざまな人との出会いや経験も、
自分にとって大変プラスになったと思います。
さらに、インカレ団体の日中学生会議にも参
加しました。2年生の時に25名程度で、2週間
中国に滞在し、中国の学生との交流を深め、
翌年には来日した
中国学生を案内す
るなど、有意義な
活動ができました。
他にも、子供のため
のボランティア活動に参加するなど、積極的
に課外活動を行っています。これは、みなさん
にもぜひオススメしたいことですね。
学部選びで悩んでいるみなさんに伝えたい
のは、「将来性」ではなく、「好きなこと」は何
かを考えてほしい、ということです。将来性で
はなく、自分が実際に将来何をしたいかとい
うことを考えれば、自ずと進むべき道が決まる
のではないでしょうか。

経済学部は人気の学部であり「慶應の顔」

でもあるという意識はありましたが、経済学っ

て何か、仕事に活かせるのか、全くわかってい

ませんでした。ただ、社会問題に興味があっ

たので、経済学を通して、それを理解できれば

と思い、経済学部を選びました。入学前にもっ

と数学の勉強をしておけば良かったかな、と

も思いますが、経済学部には数学が苦手でも

進むことができる選択肢があるので、その点

では安心しています。経済学は、あらゆる社会

とつながる学問ですから、経済学を通してい

ろいろな興味分野を理解することができる学

問だと思います。

経済学部 4年 徳永康彦経済学部 3年 張　然 経済学部 3年 谷口孝太郎

Q.03

熊谷暁彦経済学部 2年

好
き
な
政
治
経
済
の
授
業
の
延
長
で
経
済
を
。

少
し
は
他
の
選
択
肢
も
考
え
れ
ば
よ
か
っ
た
!?

経
済
学
を
学
ぶ
だ
け
で
は
な
く
、

経
済
学
を
通
し
て
社
会
問
題
を
理
解
し
た
い
。

課
外
活
動
は
絶
対
に
オ
ス
ス
メ
！

将
来
、何
を
し
た
い
か
を
、じ
っ
く
り
考
え
て
。

僕の答え 僕の答え 僕の答え私の答え
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高校生活最後の夏を迎え、如何お過ごしで

しょうか。皆さんは大学生活に何かしらの目標

を持ち、これからの受験に臨むと思います。学

内での勉強は勿論、体育会、サークル、資格の

為の勉強、アルバイト等、大学生活を充実させ

る為の手段は人それぞれですが、ここでは大学

生活におけるゼミナール履修の意義について説

明します。

皆さんの中にも「ゼミ」という言葉を耳にし

たことがある人も多いのではないでしょうか。

経済学部では、一、二年は日吉で基礎的な分野

を学び、三、四年になると三田へと校舎を移し、

専門的な分野を学ぶという形式をとっていま

す。その三、四年で専門的な分野を学ぶ上での

一つの選択肢がゼミです。一般的な授業と違い、

ゼミでは少人数で教授との対話が行われていく

中で深く学問を学ぶことが出来ます。各ゼミに

よって詳細は異なりますが、主に本ゼミ、サブ

ゼミ、パートゼミ、インゼミという様々な形態

の授業から、論理的な思考能力や、発想を転換

する能力を養っていきます。一つのテーマを深

く掘り下げることで、考え方に一本の軸を持ち、

テーマに対してゼミの仲間や教授と意見を交わ

す中で、コミュニケーション能力を培っていく

ことが出来ます。また、ゼミの運営、合宿、ソ

フトボール大会、三田祭論文等多くの時間をゼ

ミの仲間と共有することにより、机上では学べ

ない様々な勉強が出来ることもゼミの大きな特

徴です。

経済学部の特徴として他学部に比べ将来の選

択肢の幅が広いということが挙げられると思い

ますが、ゼミにおいても同じことが言えます。

現在経済学部には約 70 のゼミが存在し、一人

一人個性があるように、同じ分野を学ぶゼミで

もそれぞれ違ったカラーがあるものです。その

中で、より自分に合ったゼミを探すことが、将

来何をすべきかの目標を見定めるターニングポ

イントになる人も多いことでしょう。

人と人との絆の強さは、どれだけの山を共に

乗り越えたかで決まると思います。私は高校

時代野球部に所属していたのですが、数々の辛

い場面を共に乗り越えてきた仲間達との絆は強

く、そう簡単に崩れるものではありません。同

様に、ゼミという組織においても、共通のゴー

ルを設定しそれを達成するというプロセスの中

で、強い絆を結ぶことが出来るでしょう。

これまでゼミについて簡単に説明させて頂き

ましたが、どういったものか、少しでもイメー

ジ出来たでしょうか。今を生きろと良く言いま

すが、今を充実させることは、次のステップを

充実させることに繋がっていきます。まだ先の

話かもしれませんが、三田における大学生活を

充実させる為に、今、少しでもゼミというシス

テムを知って頂ければと思っています。

「自我作古」の精神の下、様々なことに挑戦し、

有意義な学生生活を送って下さい。

大学の枠を越え、それぞれの研究目的ごとに組織さ

れる学生団体が運営するシンクタンクをインターゼ

ミと呼び、その中のひとつに ISFJ（日本政策学生会

議）があります。現在 10 大学 13 研究会の学生が

運営活動を行い、毎年「政策提言会議（政策フォー

ラム）」を開催しています。2004 年度には、19 大

学 52研究会の学生が研究発表を行い、400 名以上

の学生が参加しました。毎年12 月に行われる政策

フォーラムは、学生団体が運営するものとしては、

国内有数の規模を誇っています。

政策研究を行う学生自身の可能性を広げ、研究成

果を政策提言として社会へ広くアウトプットすること

で、政策立案環境の向上に寄与することを理念とし

て活動する ISFJ。学生、国会議員、官僚、民間シ

ンクタンク、大学教授などが、それぞれの枠組みを

越え、活発な意見交換が行われる場となり、学生

たちが政策立案者と研究者の連携媒体となることを

目指しています。

高校生の皆さんへ　～大学生活におけるゼミナール履修～

経済学部ゼミナール委員会　委員長

経済学部３年　山岸  諒平

インターゼミ「ISFJ」　（Inter-university Seminar for the Future of Japan）

ゼミで活躍する学生たち
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英語スキルの統一された基礎訓練により
次のステップ：「セミナー」「リーディング」では
テーマ中心の学習が可能。

経済学部英語カリキュラムの最大の特色は
ライティング・スピーキング・リーディング・リスニングの四技能を統合して
設定されたテーマについて英語で学ぶ「英語セミナー」を
主要な科目として設置している点です。
テーマの異なる「英語セミナー」にいくつか参加することによって
複眼的な思考を身に付けることが可能です。

多くの英語クラスでは、学生がテーマに沿ったトピックを選んで個別に調査を行い
結果をプレゼンテーション・レポートで発表します。
このようなプロジェクトを通して
問題設定・議論の組み立て・情報の取得と整理・そして成果の発表という
単なる「英語習得」を越えた「学習スキル」の訓練を行っています。
そのために1クラス20～30名の少人数制です。

�� ��



教授
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外 国 語 科 目  外 国 語 Ⅱ フランス 語

　流れるように美しい、情 感あふれる音の響き、そしてそれを構 成する完 璧なフォルム……。 

それが、フランス語の詩にはじめてふれたときの印象でした。フランス語がいかに思考力を深め想像世界

を広げてくれる言語なのかを、学習者自らが感じ取って欲しいと考えます。「フランス語の発音は難しい」 

と敬遠するのではなく、まずは積極的に「聞く」ことで音感に慣れ、そこから読む、書く、話すという能力 

を高めていくのが効果的です。そして大事なことは、目標をもつこと。機械的に文法の知識をつめこむの

ではなく、フランス語を用いて何をしたいのか、明確な夢を描くことです。経済学を専門とする人なら、アダ

ム･スミスやマルサスから一歩ふみだして、フランスの経済学者の原作を読んでみるのもよいと思います。

むろん経済という枠にとどまらず、フランスの思想･哲学書や文芸作品を原語で読むことは、論理的な思

考法を養うだけではなく、感性を磨き人間としての幅を広げてくれるでしょう。ちなみにフランスの大学生 

は、専門が経済であれ法律であれ、広義における「人間学」である限り、思想や哲学の知識が当然の 

ごとく求められます。もちろんフランスだけではなくこれからの日本においても、国際化社会に貢献し、諸

外国との交渉を担ってゆくべき若い世代の人には、こうした＜教養＞が大いに必要とされるのは言うまで

もありません。

　みなさん、何事にも情熱をもって取り組み、有意義な大学生活を過ごしてください。そして世界に誇れる

日本の礎となってくださることを願います。

専任講師

林田 愛

　私の担当はドイツ語ですが、教師として大きな目標を持っています。それは、日常的な場面でドイツ語が 

使えるだけでなく、学問的な議論も生き生きとしたドイツ語でできる学生を育てることです。そのために 

初歩の授業では生活語彙を基礎とした口頭表現の練習に重きを置いています。「なぜ学問を目指すの 

に会話の練習？」と思うかも知れません。それは「言葉のリズムやメロディーに体が共鳴することなし 

に学問はない」という確信が私にあるからです。文学ばかりでなく、学術的な論文にも、思考する身体 

の躍動感や息づかいが込められています。それを自分の五感で感じ取ることが必要だと思うのです。 

ましてやドイツ語は、ラテン語やギリシャ語からの借用語に頼り切らず、自前の言葉で哲学してきた歴史 

を持つ言語です。例えばヘーゲルは、aufheben「持ち上げる」という実感あふれる生活語を、そのまま 

自分の思想表現に使いました（因みに日本では、「止揚する」というずっと難解な言葉で訳されています）。

　感情を込めて Tor, Tor, Tor !（ゴール、ゴール、ゴール！）と発音練習することが、ベートーベンや 

シューベルトを聴くことだけでなく、ニーチェやマルクスを読むことにつながるとしたら、なんだかドイツ 

語は楽しそうだと思えてきませんか？
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外 国 語 科 目  外 国 語 Ⅱ スペイン語

　スペイン語の単語……と尋かれて連想されやすいのは「友」を意味する「アミーゴamigo」でしょうか。
この単語はスペイン語が話されている世界の＜イメージ＞に近いものかもしれません。しかし心から信頼
しあえる「友」となるためには、歳月をかけ信頼という財産をつくることが当然ながら重要でしょうし、言語
の選択とは必ずしも関係がなさそうです。ではなぜ「友」を意味するスペイン語の単語が有名になってし
まったのでしょうか。見ず知らずの人間同士が声をかけ合い、話し始めるきっかけとなりうる表現が、スペ
イン語には比較的多いということなのかもしれません。列をつくって何かを待っている場面など、さまざまな
公共の場で知らぬ者同士が近距離におかれたままになる時、スペイン語世界では会話というものがしば
しばそこで始まります。もちろん自分が脅威でないことを相手に伝えるという側面もあるでしょうが、それに
しても赤の他人同士が話し始める時、おたがい心理的ストレスは小さくないものです。ところが話し始め
るのに必要な表現があらかじめ多数共有されている言語環境ならば、その重荷は軽減されるはずです。
　外国語を学ぶとは人間関係の別の形を学ぶことでもあるという自明の結論ですが、スペイン語を学習
することがスペイン語を話す人びとの世界という見知らぬ土地への旅ともなる点をここでは強調しておき
ましょう。公用語となっているのはまずスペイン、そしてメキシコ・アルゼンチン・ペルー・キューバといった
アメリカ大陸・カリブ海諸国、アフリカ大陸の赤道ギニア、計20カ国。さらにアメリカ合衆国のラティーノ 

などを考えれば、中国語・ヒンズー語・英語に次ぐ規模の人びとの母語でもあります。いわば大西洋を
中心に広く世界に広がる言語なのです。こうした多数の人びとが、家、学校、職場、街頭、あるいは 

サッカーの競技場で、たがいに声をかけ合いながら、今日のスペイン語を形成して来ました。その過程で
『ドン・キホーテ』や『百年の孤独』などすぐれた文学作品が生まれおち、さらにメロディを与えられると 

スペイン語の声は＜歌＞となって、世界中が踊らずにはいられない「ラテン音楽」となっています。
　スペイン語の声が自分に向かってくる時、それまで遠く隔たっていた彼ら／彼女らの世界ヘの道のり
は少し短く感じられるはずです。

八嶋由香利
准教授准教授
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私が担当している「音楽」を含む、日吉キャンパスで開講されている総合教育科目は、大学のすべて
の学部の学生に対して行っている授業がほとんどです。そこには、日吉とは地理的に離れている湘南
藤沢キャンパスの学生も、人数は多くありませんが積極的に参加してくれています。外国語科目や専門
科目の授業では、他学部の学生と交流を持つことはあまりありませんが、総合教育科目の授業ではい
ろいろな仲間達と一緒に学ぶことができます。このような中で総合教育科目は、幅広く様々なことに触
れてもらうために、実に多くの数と種類の授業が、それぞれ特色を持って展開されています。

日吉キャンパスで開講されている総合教育科目の「音楽」の授業は、日吉音楽学研究室が中心に
なってカリキュラムを組んでいます。それぞれの学生が持つ勉学の方向性または興味に対応するため
に、導入的な講義から、かなり深い内容を扱う少人数セミナー形式の授業まで多彩なプログラムを提供
しています。扱っている題材も、古典的な西洋音楽だけでなく、民俗音楽、現代音楽など様々です。

さらには、他の一般大学にあまり見られないような、実習や実技、演習を含む音楽の授業も開講して
います。このような授業には、音楽理論を実践的に学ぶというようなものから、合唱音楽の歴史を、実
際に声を出すことによって習得するというものまであります。私が受け持っている「音楽」の授業の中
にもこのようなクラスがあります。「18世紀のオーケストラと演奏習慣」と名付けられた授業です。ここ
では、オーケストラ演奏の経験がある学生が30人ほど集まって、普段使用している楽器を用いながら、
ハイドンやモーツァルトの交響曲に代表される18世紀のオーケストラ音楽を、現代の慣例的な演奏方
法ではなく、当時の演奏習慣を考察し実践的に導入することで、18世紀の音楽を深く理解することを
行っています。

みなさんには、ぜひ、「音楽」の授業だけでなく、多数ある総合教育科目を上手に履修して、みなさん
が持つあらゆる可能性を探っていただきたいと願っています。

　桜が咲き新学期を迎えると必ず何人かの学生に、数学がやりたくなくて文系にしたのに、なぜ大学に 

入ってまで数学をやらなければならないのか、と恨めしそうな顔を向けられる。しかし現在の社会科学、 

特に経済学は数学を言語として理論を記述することが多く、基本的な数学を理解していないと、何を 

やっているのかさっぱり分からないということになる。もちろんある程度は数学を通さなくても同じ社会 

現象を記述できることも多いであろう。しかし、数学の未使用により、目的に到達するのにとんでもない 

遠回りが必要であったり、同じ目的地に達したはずなのに人により微妙なずれが生じたりすることも 

多い。そこで、気の毒そうな顔をして、経済学を選んだからには必要最低限の数学は避けられない 

ことをいい、でも本格的な数理経済学をやるのでなければ、必要とされる数学はそんなに多くなく、 

少しずつ理解できるからと、説得して、１年間付き合ってもらっている。

　森が生き生きとするためには豊かな水が必要である。数学は自然科学を記述する言語として、その 

豊穣さを支えてきた。少ない式で、様々の自然現象が理解できるのは信じられないことである。少し 

努力はいるとしても、記述された内容は誰にでも同じように理解可能である。自然科学を支えた数学が 

最近は社会科学にもその豊かな水を供給し始めている。数学の水はそれぞれ青々とするだけでは 

なく、それ自身も美しい結晶をつくる。そんな結晶についても時には話ができればと思っている。

　経済学部では、数学の得意な人、不得意な人、数学を本格的に使って経済学を理解したい人、必要 

最小限の数学だけでよいという人、それぞれの人が必要に応じて履修できるように色々な種類の 

数学の授業が用意されている。これらの授業をうまく利用してもらえればと思っている。

准教授
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現代は、オーディオ・ヴィジュアルの時代だといえます。朝起きると、テレビをつけてニュースや天気 

予報の番組を見、活字メディアである新聞を覗き込むと衝撃的な写真が見え、電車に乗ると、吊るし 

広告だけでなく、液晶画面が見られ、若者は漫画本や携帯画面に興じています。街を歩いてみると、 

建物の正面の上部から歌手の大画面が映し出され、路地や線路沿いには落書きでいっぱいです。 

これら飽和状態の映像と音響は何を表象しているのでしょうか？じっくりと反省してその意味を考えたい 

と思います。映像と音響の文化的な役割は果てしなく大きいといわざるを得ません。

「表象文化論」は、言葉や映像や音楽によって表現された文化を体験し、その意味を考え、そして 

自らが表現者になるきっかけをつかむ授業です。オムニバス形式の授業で、4名の担当者が、映画、写真、

漫画、言文一致、ポップアートなどを論じます。この授業では、たくさん映画を鑑賞し、それらを映画史に位

置づけ、その意味を問います。言葉に文法があるように、映画にも“映像の文法”があります。映画の見方

も、製作する立場から、例えば、カメラワーク、構図、色彩、衣装、音楽などに注目してみると、今まで気づか

なかったことが認識されます。大写しのクローズアップショットはどんな効果があるのでしょうか？下から仰ぐよ

うにして撮った映像は、どんな意図があるのでしょう。

また、写真を撮り、撮られるという体験は日常化していますが、写真は私たちの世界の捉え方に多大な 

影響を与えています。今回は、写真の誕生、映画の誕生をテーマにして、「写真とは何か」「映画とは何か」

を考えながら、映像芸術の原点に迫ります。映画としては、短編映画（ショート・フィルム）を通して、映像 

表現とその可能性、さらにその現在と未来を見てゆくことにより、表象文化としての映像芸術の在り方を 

考察します。最後に、メディアとしての文学・絵画・音楽・写真・映画を、ギリシア悲劇からロマン派の絵画、

さらには印象派の音楽、世紀末のオペラ、20世紀の演劇や映画を通して、透視します。

准教授
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「自由研究セミナー」は、講義形式の授業では実現しにくい学生と教員の双方向コミュニケーションの貴重 

な場です。自然地理学を専門とする私は、講義科目の「地理学」を担当する一方で、“地球環境と人間”と 

いうテーマで「自由研究セミナー」を開講しています。この授業の特色は、専門課程に進む前の学生が、自分 

たちの関心のあるテーマについての調査や発表・討論を通じて、自由に学ぶことができる点にあります。
私のセミナーの中心は、学生が現段階でできる範囲で、個人でテーマを決めて夏休みを利用して調査を 

行い、秋学期にその成果を発表すること、およびその内容について全員でディスカッションを行うことにありま
す。調査を行うにあたって私が学生に課しているのは、「必ず“現地”に出かけること」です。インターネット上で 

かなりの情報が得られる今日であるがゆえに、あえてこのことを重要視しています。春学期は、発表に慣れる 

意味で、『地球環境学』や『文明と環境』などの図書を題材にして、学生による文献紹介を行っています。
下の表は、今まで学生が行った発表のタイトルの一部を示したものですが、そのテーマは実に多岐に 

わたっています。教員の側がテーマを絞らず、あえて学生主体でテーマを選定してもらった結果、荒削りながらも、 

それぞれの学生の個性が生きた内容になっていると思います。また発表者以外の学生にとっても、仲間の発
表を聞くことで、調査や発表の内容・方法について学ぶ点が多いようです。したがって、質疑応答も活発に 

行われ、授業全体が活性化していくのがよくわかります。発表の内容はレポートとして提出してもらいますが、最後
には全員のレポート内容をまとめた冊子を作成して学生に渡すことにしています。

こうした各自2回ずつの発表以外に、身近な環境を知るという観点から、日吉キャンパスの地形をテーマに 

して地形図・空中写真判読および野外観察の実習も行っています。　
「自由研究セミナー」での経験が、学生の皆さんの今後の大学・社会生活に生かされることを強く望

んでいます。

発
表
テ
ー
マ

① 身近なごみ処理について　② エネルギー問題について　③ バイオマスエネルギー
④ 環境ビジネス　⑤ 環境 ISO ― ISO14000シリーズについて―

⑥ 川越市の環境政策について　⑦ 先端自動車安全デバイス
⑧ 鉄道の安全対策　⑨ トンネルの仕組みと発展性　
⑩ 北海道地域のガソリン価格についての考察 ―都市間で価格差が生じる要因―

⑪ 本州最南端 和歌山県串本町をみつめる
⑫ 自動車道・鉄道の建設と地域発展との関係の検証 ―三重県上野市を例にして―

⑬ 日本における震災への対応について ―現状とその課題―　⑭ 中国（内モンゴル）旅行記

准教授
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　理論経済学は、複雑な現実経済を分析するために抽象的な理論モデルを構築し、そのモデルの

性質を調べることによって、現実経済の動きに対する洞察を得ようとする学問である。つまり、

複雑な現実経済を抽象化して捉えたものが理論であり、理論は現実経済を理解するための地図で

ある。理論の理解ができてはじめて、経済現象を「説明」することができるようになる。モデル

を構築する際の考え方の違いによって、理論経済学は伝統的にミクロ経済学とマクロ経済学に分

類されているが、最近ではどちらの分野でも経済主体（家計、企業、政府などの意思決定主体）

の最適化行動に基礎を置いてモデルが作成されるようになり、そのためミクロとマクロの方法論

上の差異は縮まってきている。また、ゲーム理論、契約理論といった分析道具も、近年の理論経

済学の研究には欠かせなくなってきた。

　なお、理論モデルを分析するときには、しばしば数学の論理が使用される。なぜなら、数学を

用いると、推論をすばやく、しかも正確に行うことが可能になるからである。例えて言うならば、

言葉だけを用いて推論することが徒歩で目的地にたどり着くことに対応し、数学を用いて推論す

ることは電車に乗って目的地にたどり着くことに対応する。つまり、数学を用いることはそれだ

け時間を節約することになるが、間違えた電車に乗ってしまえば、目的地とは似ても似つかない

別の地点にたどり着いてしまうこともある。そのため、理論経済学を研究するときには数式に惑

わされて変な結論を得ないように、数式展開を暗記するだけでなく、その内容を理解することが

求められる。しかし、いったん数学的推論に慣れてしまえば、だれの目にもあきらかな形で推論

を進めることができるので、これほど便利なものはない。

ミクロ経済学 1

教授

須田伸一

経済学の内容は、つぎの三つに大別されます。

　経済理論

経済現象を観察し、その間に 
存在する法則を明らかにします。
現実がどうであるかを明らかに
する実証的あるいは事実解明的な
分析と、現実はどうあるべきか
という規範的な分析に分けられ 
ます。また、企業や消費者といった 
個別の意思決定主体の行動の
分析に基づくミクロ経済学と 
経済成長や失業率といった社会全体
についての動きを捉えるマクロ経済
学にも分けられます。

　 経 済 史

経済現象の発達または変化を 
時間的順序において個別的・具体的 
に記述します。日本経済史や欧米
経済史といったように、対象となる
地域によっても分けられますし、
中世史、近現代史といったように 
対象となる時代によっても分け 
られます。また、商業史、金融史
といったように、経済社会のどの
側面を考察するかによっても分けられ
ます。あるいは、数量経済史という
ように、用いられる分析手法でも分け
られます。

　経済政策

経済理論や経済史によって明らかに 
された知識を、現在の私たちが直面 
するさまざまな課題を解決する 
ための、実際の政策に応用する分野 
です。対象によって、金融、財政、 
国際貿易、工業、農業といった領域
に分けられます。また、環境問題、
人口問題といったそれぞれの課題
によっても分けられます。理論的・
統計的手法や歴史的考察、法律や 
制度についての知識も用いられ 
ます。

経済理論、経済史、経済政策はそれぞれ独自の研究領域と研究方法をもっていますが、
同時にそれらは密接に関係しています。

上の三つの柱に基づいて、三田 

での専門教育科目には、10の 

分野からなるカリキュラムの幹に

あたる基本科目と、より専門的

でカリキュラムの枝にあたる 

特殊科目があります。

自分の目標と関に沿って、下の３つから学習の中心となる柱を選択、卒業論文作成、英語エッセイ、研究成果発表 

を行います。

　　研究会（ゼミナール）

専門教育科目担当の各教員が、それぞれ 

の専門分野について指導する少人数の 

クラスです。原則として2年間にわたって 

同じ教員の研究会で学び、卒業論文を

作成します。

　　　PCP
　　　　　　

卒業後に内外のより専門的な大学院

で学びたい人のコースです。基本的に 

英語による少人数の講義を通して、体系的 

な専門知識を習得します。用いられる

分析手法でも分けられます。

　  研究プロジェクト

経済学部のすべての教員が指導する 

1年間の少人数プロジェクトです。学生

が自らテーマを設定する自発展開型と

教員がテーマを設定する誘導展開型

があります。

ミクロ経済学中級Ⅰ、ミクロ経済学中級Ⅱ 計量経済学中級、計量経済学上級
マクロ経済学中級Ⅰ、マクロ経済学中級Ⅱ 経済統計、確率・統計

独占資本主義論 社会科学基礎論

国際貿易論、国際金融論 工業経済論、農業経済論
経済発展論 産業組織論、労働経済論

社会政策論

現代日本経済論、日本資本主義発達史 経済政策論、財政論
現代資本主義論、経済体制論 金融論、日本経済システム論

日本経済史、欧米経済史 経済学史Ⅰ、経済学史Ⅱ
アジア経済史 社会思想、社会思想史

人口論、産業社会学、社会史 経済地理、環境経済論、都市経済論

（プロフェッショナル・
キャリア・プログラム）
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環境経済論

　今日、地球環境が猛烈な速度で悪化しています。地球温暖化、オゾン層破壊、大気汚染、酸

性雨、森林減少、砂漠化、廃棄物処理、生物多様性減少、水の枯渇…など深刻な環境問題は枚

挙に暇がありません。これら環境問題の多くは、実は、経済問題でもあります。経済活動（生

産や消費活動）の過程で投入される自然資源の量が過剰になること、また廃棄される汚染物質

が浄化しきれない水準になること、あるいは森林などが開発のために他の用途に転換されるこ

とで、直接・間接に環境問題は生じます。「環境経済論」では、経済と環境問題が密接に関連

しているという以上の認識に立ち、主として次の点を知ることで環境への負荷を小さくする仕

組みを考えます。

　一つは、なぜ経済活動が環境悪化をもたらしてしまうのかという原因と、適切な経済水準を

知ることです。これを学ぶことで、どのようにして経済活動をこの適切な水準に維持できるの

かを考えることが出来ます。そして、これらは効果的な環境政策を考える上での基礎となりま

す。講義で学ぶ重要な二つ目は、この環境政策についてです。現実の政策で用いられている代

表的な手段を概説し、その仕組みを学びます。どのような手段を組み合わせることで、それぞ

れの環境問題に対して効果的な環境政策を提示することができるのかを理解してもらいます。

　このような理解をもとに、経済と環境は相対立するものではなく両立させることが可能であ

ることを学びます。個々の環境問題を知るだけではなく、どのように経済とのかかわりの中で

解決していくのかを把握できるようになることを望んでいます。

教授

大沼あゆみ
准教授

崔在東
日本経済史 e-learning 授業風景

欧米経済史

経済史は、経済や社会のシステムを歴史的に考察し、人間の経済生活の歴史的変化を、マク

ロとミクロの両方のレベルから解明する学問です。

三田の専門課程では、日本経済史、アジア経済史、欧米経済史の基本科目をはじめとするさ

まざまな経済史や社会史の関連科目が設置されています。これらの講義を通じて、世界のさま

ざまな地域や国の経済と社会を歴史的な流れのなかで学ぶことができます。

「日本経済史」は、17 世紀の徳川社会の成立前後の時期から 1970 年代までの約 400 年間に

わたる日本経済の変化をマクロ的に概観します。この講義は、「いつでも、どこでも」を基本に

インターネット上で学習することができる慶應義塾ではじめての e-learning による授業で、学

生は自分のスケジュールにあわせて勉強できます。

「アジア経済史」は、近代の東アジアにおける社会と経済の諸問題を多面的な視点から検討し

ます。具体的には、18 世紀以降の巨大な人口に支えられている中国経済を人口と開発などの視

点から、さらに中国・日本・東南アジア・南アジアなど近代におけるアジア諸地域間の国際関

係を比較史的観点から考察します。

「欧米経済史」では、時間的には中世から現代までの長い期間を、空間的にはイギリス、フラ

ンス、ドイツなどの西欧や中欧だけでなく、ロシアを含む東欧をもその対象とします。人口、家族、

資源・エネルギー、環境、戦争などといった身近な社会問題とのかかわりを重視しながら、諸

国の経済史を比較します。
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倉沢研究会は、東南アジアの社会、特にそこに住む人々

の日常生活の様々な側面を、その内側から眺めることを通

じて学ぼうというものである。この研究会は、開発や、それ

に伴って生じる途上国の社会変容などの問題を、政策論で

はなく、現地の住民の側から見直して、人々が本当に求め

ているものは何なのかを再考しようとするものだ。

そのために、毎年三年の夏休みに、全員でインドネシア

へ行って、「カンポン」とよばれる都市の低所得者の居住

地域や農村でホームステイする。熱帯の国で、冷蔵庫もエ

アコンも扇風機もない家に泊まり、お風呂やトイレの形式

も、食べ物も、日本とはまったく異なる生活体験は、大きな

カルチャー・ショックを学生たちに与えるが、皆たくみに

サーバイブしている。

経済危機と各地での暴動やテロの中で、正直なところ、

決して治安は良いとはいえなかったが、不思議なことに、

これまで誰一人として、病気、けが、盗難などに遭ったこと

はない。この研修旅行を終えてくると、ゼミ生達は皆一様

に大きな変貌を遂げ、見違えるようにたくましくなってい

る。そして ｢近くて遠い ｣といわれる東南アジア諸国に対

する関心を強め、異文化に接したときの柔軟性に富んだも

のの考え方を自然に身につけて帰ってくる。そして何より

研究会メンバー間の団結がとても強くなってくる。

四年生の卒論は、この研修旅行の中で何か問題意識を見

つけ出して、トピックを選ぶことにしている。そして、でき

れば卒論のデータ収集のために再度インドネシアへ赴くこ

とを目標としている。本年からは、卒論の共同制作と言う

試みを行なっている。つまり、とても一人ではやりきれな

いような、大掛かりな質問票やインタビューを盛り込んだ

調査を、手分けして実施し、ひとつのまとまった論文を仕

上げる事を目指している ｡　実際に社会へ出るとこのよう

な協同作業の場は多い。お互いに議論を重ね、不足を補い

つつ実施する作業は、協調性を養い、仲間意識も醸造する。

これまで、卒業生のほとんどが東南アジアと取引等のあ

る会社などに就職したが、そのなかにはすでに東南アジア

で活躍中の者もいる。再度医学部を受験して現在その道に

進んだ者もおり、彼は研究会での体験を活かして開発途上

国の医療に携わることを一つの目標としている。きっとい

つの日か、社会人になったゼミ生同士が、東南アジアのど

こかの町でひょっこり再会して……というのが私の夢で

ある。

  （2006年春取材）

倉沢愛子　経済学部  教授

1946年生まれ。東京大学ならびに同
大学院で国際関係論を学んだ後、米
国コーネル大学に留学、歴史学で博
士号取得。フィールド調査、大学で
の講義、日本大使館勤務などで、イ
ンドネシアに計約８年間滞在。1997
年から慶應義塾大学で教鞭をとる。
著書に『日本軍政下ジャワ農村の社
会変容』『二十年目のインドネシア』
『女が学者になるとき』『ジャカルタ
路地裏フィールドノート』『「大東亜」
戦争を知っていますか』『インドネ
シア　イスラームの覚醒』など多数。

　倉沢研究会は「現地の人間から見た本当のインドネ

シア」を知るために、現地での生活体験や調査に大

きな重点を置いています。今年四年生は「インドネシ

ア新中間層予備軍の台頭」というテーマで調査する

ために、ジャカルタ南部の低所得者の居住区へ調査

に行く予定です。また三年生はそのジャカルタのほか

に、バリ島西部の農村プンゲラゴアン村でホームステ

イをします。

　インドネシアは日本ではバリ、テロ、津波などのイ

メージしかない国です。しかし、実はこの国は、いろ

いろな魅力にあふれた国です。さらにインドネシアは

かつて第二次大戦中三年半の間、日本に占領された

ことがあり、日本とは深いつながりを持っています。

私達はこの研究会での学習を通して、データのみに

頼っていると見落としてしまいがちな、物事の「本当

の姿」を知るということを課題にしています。皆さん

も是非本当のインドネシアを知ってください。

　｜経済学部４年｜佐俣安理｜

研究会［ゼミナール］ 東南アジアの地域研究 倉沢研究会

「このゼミに入ったことを後悔しないように。そのため
にはゼミにコミットし、目の前の課題を納得がいくまでこ
なし、ここにある人間関係を最大限に利用することが必要
だ。」これは新しいゼミ生に必ず話すことです。自身につ
いて振り返ってみると、経済学という学問の面白さを知り
研究者を目指そうと決めたのはゼミを通じてでした。ゼミ
の友人とは今でも顔をあわせると一瞬にして学生時代に戻
ることができます。私がゼミで得たものと同等かそれ以上
のものを学生が得られる場であることを目標にゼミを運営
してきましたが、これまで試行錯誤の連続でした。６期生
を迎えたばかりの若いゼミというプレミアムもあって、こ
れまで多くの学生は後悔せずに卒業したと信じています
が、もっと多くのものを与えることができたのではないか
というほんの少しの後悔が私の側にあります。試行錯誤は
これからも続きそうです。

ゼミではミクロ経済学、とくにゲーム理論や産業組織
論、契約理論を学んでいます。活動は学生によるプレゼン
テーションを中心にリラックスした（騒々しい？）雰囲気
の中で行われ、テキストの輪読というインプットから、卒
業論文や三田祭論文の報告というアウトプットへと１年を
通じて軸足を移していきます。インプットの段階では報告
者は理解したことを全員で共有しようと創意工夫してプレ
ゼンテーションを行いますが、アウトプットの段階では学
生は伝えたいストーリーや自らの詳細な分析を持ち合わせ
ているので、プレゼンテーションはシンプルで迫力がある

ものに変わっていきます。ゼミではミクロ経済学の正確な
理解を目指していますが、それと同時に学生は「ミクロ経
済学という視点」から現実経済の中に研究の種を見つけて
きます。それは、広告や研究開発、また差別化や CSR な
どの企業戦略や人事制度などのインセンティブにかかわる
問題など多種多様なもので、豊かな好奇心にはいつも驚か
されます。学生は日常の好奇心が分析へと結びついていく
面白さを強く感じていますが、私一人ではすべての好奇心
に応えることは簡単ではありません。学生自身が好奇心を
分析するための視点を自ら身に付けていくのです。

経済学は現実経済の中から問題意識を見つけなくては
いけません。でも視点の裏づけがない問題意識は、直感の
みに頼った結論や処方箋に帰結します。ゼミでの研究を通
じて、現実経済と向き合うことになる学生が経済問題の本
質を明確にとらえ、適切な判断を行なうための視点を培っ
ていきます。ゼミのHPにこれまで作成してきた卒業論文
や三田祭論文を載せています。それは学生が真剣にゼミ活
動に取り組んだ（もしくは取り組まなかった？）証拠であ
り、研究の種が芽吹いた宝箱でもあります。

  （「塾」の記事による）

玉田康成　経済学部  准教授

1992年慶應義塾大学経済学部卒業。97年同
大学院経済学研究科後期博士課程単位取得。
2002年ウィスコンシン大学マジソン校大学
院博士課程を修了し経済学博士号（Ph.D.，
Economics）取得。2002年より現職。主要著
書は『現代ミクロ経済学』（編著、有斐閣）な
ど。専門は契約理論と産業組織論。

「仲のいいゼミだね」「楽しそうだね」と友人にゼミの

話をするとよく言われます。言われてみて改めてゼミの

風景を見てみたら、真面目な内容を皆で話しているの

に、笑っていることが非常に多い。それぞれ個性の強い

人が集まっているのでそうなるのでしょう。玉田先生は

そんな個性の強いゼミ生の特徴を良くつかんでいらっ

しゃって相談に行くと適切なアドバイスをしてくれます。

そんな玉田ゼミで学んでいるのは理論経済学です。

社会には実は謎が多くあります。市場のシステム、企

業の戦略や組織構造、個人のインセンティブなど普

段「当たり前」だと思っていることが実は「当たり前」 

でなく、巧妙なシステムだったという事が経済学を学

んで分かってきました。経済理論を通して「当たり前」

を本当に当たり前なのか分析、考察することが出来る

ようになったことはゼミでの活動のおかげです。

個性的な仲間が多いゼミで個性的な「当たり前」を

皆で笑いながら経済理論で解き明かす。これが玉田ゼ

ミの醍醐味です。

　｜経済学部 4 年｜藤井大地｜

研究会［ゼミナール］ 経済理論 契約理論 産業組織論 玉田研究会
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　わが国の経済は、今まさに激動の時代にあります。なか

でも、金融の世界においては、情報技術の高度化、経済の

グローバル化を受けて、目覚ましい進歩を遂げています。

前多研究会では、ミクロ経済学、マクロ経済学、計量経済

学などのあらゆる分野の経済学を総動員して、金融の研究

を深めていきます。経済学を駆使して金融分野の過去と現

在の様々な現象を分析し、未来への課題とそれに対する自

分なりの答えを見つけ出す醍醐味を味わってもらいたい

と思います。

　研究会の運営方針としては、ゼミ生の自ら学ぶ自主性に

磨きをかけるため、私は可能な限り「聞く」スタンスをとっ

ています。私の役割は、学生が自由闊達な活動を行うため

の「場を提供する」ことであり、各ゼミ生が地力を自ら求

めて最大限まで伸ばしてもらいたいと願っています。

　４月に入ゼミしてまず、ゼミにおいて研究するテーマを

決め、パートと呼ばれるグループに分けます。このパート

ごとの自主的な活動がゼミ活動の主軸になります。昨年の

テーマとしては、金融業における信託スキームの活用、地

域金融機関の役割、年金制度改革などが設定されました。

「個」の力の基礎となる方法論は、全員が一同に参加する

本ゼミやサブゼミにおいて、金融経済学やマクロ経済学の

テキストを用いて身に付けます。これらの各ゼミが有機的

な相互作用を及すことで、ゼミ全体の教育効果を狙ってい

ます。パートゼミの終着点は、三田祭における研究発表で、

昨年も中間報告を重ねることによって培ってきたプレゼン

テーション技術を駆使して，若者ならではのダイナミック

な報告が行われました。三田祭の後は、各自の研究テーマ

に沿った卒業論文の作成に取り掛かります。

　私の研究会は、今年の３月に第２期生を社会に送り出し

ました。３年時に入ゼミしてきた時からの成長ぶりは感慨

深いものでした。ゼミ生には、自分を発揮できる各分野で、

社会の先導者となってもらいたいと願っています。昨年度

は、新しい試みとして、ゼミ生によるディベートを行いま

したが、彼らの予想以上の出来に内心驚き、その潜在的能

力に手応えを感じました。今年も、彼らの数多くの可能性

に気付かせるための、秘策を練っています。

  （2006年春取材）

前多康男　経済学部  教授

1982年慶應義塾大学経済学部卒業、1990年ミネソタ大学大学院経済学研究
科博士課程修了（Ph.D.（Economics）取得）。国際大学大学院国際関係学研究
科専任講師、大阪大学大学院経済学研究科助教授、同教授を経て、2002年
10月から現職。著書に『金融システムの経済学』（東洋経済新報社）、『新し
い金融理論』（有斐閣）、『金融機能と規制の経済学』（東洋経済新報社）など。

　当研究会は、今年度４期生を迎え入れ、新しさの

中にも、先輩たちが作り上げてきた礎の上に常に新し

い風を送り込みながら、現ゼミ生たちが切磋琢磨して

研究を行っています。同じ志を持った仲間たちと共に

一つの目標に向かって研究を進めていく中で、本ゼミ

での研究発表の際には、先生から穏やかでありなが

らも鋭いご指摘を頂くことで、新たな視点が与えられ

るとともに、より高いレベルへの道筋を示していただ

いています。三田祭での論文発表に向けて研究を進

めることで、一つのことを成し遂げるための意識と行

動力を育てられる環境であると、私は感じています。 

先生は、普段の研究熱心な学者としての姿だけではな

く、テニスやスキーをこよなく愛し、またゼミ生ととも

に全塾レガッタ大会に参加されるなど、アクティブな

一面も持ち合わせていらっしゃいます。夏合宿では、

先生が主催するテニス大会が恒例になっており、また、

３年と４年の対抗野球大会も開かれます。文字通り文

武両道を実践しているゼミです。

　｜経済学部４年｜福原壮一｜

　小室研究会は、主に江戸時代から明治時代に至る時期の

経済史と経済思想史を研究対象としている。この時代は、

日本が農業社会から工業社会へと次第に変化した時期であ

り、私自身は、その変化の仕方の中に現代日本を深く考え

る多くの鍵があると思っている。とりわけ、日本経済思想

史は、人々がどのような思考の枠組みで経済社会を見てい

たか、あるいはどのような精神で経済活動に取り組んでい

たかを分析するものだが、このような知的・精神的な伝統

は、意外と根強く現代人の中にも流れ込んでいるものであ

る。そのようなことを歴史的に調べ考える面白さを、少し

でも、学生諸君に伝えたいと考えている。

　それでは、小室研究会は、この専門を研究することのみ

を目的としているかというと、そうではない。私の望みは、

第一には学生諸君が、骨のある優れた書物を読み、資料と

いうものに触れ、仲間と議論をし、そのようなことを通し

て、知的基礎体力をつけることである。また第二には、そ

のような大学時代の経験が、将来の彼らにとって知的な故

郷になってくれればと願っている。将来、このゼミの時代

が無性に懐かしく、「そうだ、骨のある本でも読んでみよ

うか」と彼らがふと思う時があれば、目的の大半は達した

と言ってもよい。専門の研究は、その意味では、体力を養

い、故郷を原体験する手段である。

　また、教室だけが知的基礎体力を養う場ではない。この

ゼミでは、「学外演習」という機会を設け、街を歩き、そ

こから歴史を考えることも行う。同じ趣旨から、金沢や京

都などで夏合宿を行

い、「教師と学生とど

ちらが先にヘバるか」

と、ともかく足が棒

になるほど暑い街を

歩き回る。ちなみに

私見では、いつも先

にアゴを出すのは学生諸君だと思うが、異論もあるかもし

れない。さらに、２年間の間に、少なくとも一度は拙宅に

招き、食事をしながら知的な会話を楽しもうと思っている

が、ホストの能力もあり、話はいつも九割がたは通俗に堕

ちる。しかし俗に通じることも社会科学の基本と居直って

いる。こんな彩りを添えながら、学生諸君が、専門を通し

て深く考える力をつけることを願っている。

  （2006年春取材）

小室正紀　経済学部  教授

1978年慶應義塾大学経済学研究科博士
課程修了。経済学部助手、助教授を経
て1996年より現職。その間、オックス
フォード大学、フィレンツェ大学などに
て在外研究。経済学博士。1990年より
福澤研究センター所員として福澤諭吉
研究にも従事。著書に『草莽の経済思想
―江戸時代における市場・「道」・権利―』
（御茶の水書房）など。

　経済学というと、マクロ・ミクロ・計量経済学といっ

たものをすぐさま思い浮かべがちですが、経済史は経

済社会の特質を歴史的に把握することを目指すもの

で、経済学の重要な柱です。我々小室研究会が力を

入れている日本経済思想史は、人間の経済行動を支

える背景となる価値観や発想法の面からメスを入れる

ものです。そこから現代にも通じる現実社会が見えた

とき、しばしば目から鱗が落ちます。小室教授は、江

戸・明治時代がご専門で、特に日本経済思想史の第一

人者です。また福沢研究センターの所長もされており

福沢諭吉研究にも深い造詣をお持ちです。小室研究

会では、実証と理論性については常に厳しく要求され

ますが、個々の学生の興味は最大限尊重され、きわ

めて自由でアットホームな雰囲気です。『福翁自伝』に

「およそ勉強ということについては実にこの上にしよう

はないというほどに勉強していました。」というところ

がありますが、私自身も小室研究会でそんな気持ちに

なっています。

　｜経済学部 4 年｜清水威郎｜

相国寺にて

研究会［ゼミナール］ 金融経済学 前多研究会研究会［ゼミナール］ 経済史 経済思想史 小室研究会
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　経済理論、とくにミクロ経済学は社会科学のなかでもっとも体系化されています。そしてそ

れ自体が、世界の共通言語ともいうべき性質をもっています。PCP では、すべてのコースにお

いて、ミクロ経済学とマクロ経済学を英語で学ぶことが求められています。

　ミクロ経済学は、消費者や企業といった、経済を構成している個々の意思決定主体の合理的

な経済行動の分析を基礎に、市場機構の役割やあるべき社会の状態などを考察し、経済社会を

理論的に捉えようとするものです。そしてこの授業では、ノートも英語で取り、練習問題や試

験の答えも英語で書かなければなりません。すなわち、英語で経済学を考えるのです。それは

決して易しいことではありません。多大な努力を要するでしょう。でもこれは卒業後、世界を

舞台に活躍することを考えている人にとってはとても重要なことです。世界のさまざまな人々

と、現実の経済問題を、経済理論を使って、英語で議論できる能力を身に付けるためのコース

です。

　英語を話すことのできる人はたくさんいます。現実の経済問題に関心や知識をもっている人

もたくさんいます。経済学の理論を身に付けているもたくさんいるでしょう。でも、それらを

すべてできる人は多くありません。そういう人を作り出したいと考えています。

教授

グレーヴァ香子

MICROECONOMICS

PCP   MICROECONOMICS

　PCP では、2007 年度開始分より、５つの

専攻プログラムを設けます（* 印は 2005 年

度に先行開講されたもの。** 印は 2006 年度

より開講のもの）。

１）法と経済 *　

２）ファイナンス **　

３）公共政策

４）国際経済 *　

５）環境経済 **

　PCP を選択する学生は、これらのいずれか

の専攻プログラムを選び、集中的に学習する

ことになります。各専攻プログラム 1学年

10～30名程度を想定しています。たとえば、

国際経済専攻プログラムはつぎのような内容

となっています。

［ PCP  Professional  Career Program ］

3rd year (Spring) 3rd year (Fall) 4th year (Spring) 4th year (Fall)

Economic theory 
sequence

Microeconomics

Macroeconomics

Major subject 
sequence

International Trade International Finance

International Economic Policy Development Economics

Methodology 
sequence

Applied Econometrics
Reading and Composition* Academic Writing

Fieldwork

Presentation and 
Discussion* Independent Study

* は必要に応じた選択。

法と経済

ファイナンス

公共政策国際経済

環境経済
PCP

PCP は、国内外の専門大学院（professional schools）に進学し、世界的視野に立つ職業人と 

してのキャリアを築いていくことを目指す学部 3・4 年生を対象とする経済学部専門課程の中のプ

ログラムです。ここでは、選抜された学生に対し、将来のキャリア形成に役立つ実践的な経済学

教育を、少人数クラスでかつ原則英語で提供します。

　PCPでは、次のような教育目標の達成を目指しています。

● 基礎となる経済学的な考え方の習得

● 関連する経済学領域の基礎の習得、政策論の分析枠組みの理解

● 数量的分析手法の習得

● フィールドワーク、個別研究を通じての、論文作成、プレゼンテーションも含むリサーチの 

 方法論の学習

● プロフェッショナル・キャリアを見据えた語学スキルの習得

5つの専攻プログラム
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大学院について

経済学研究科

　経済学は、社会科学の中でも最も理論体系の論理的厳密性を誇るものであるがゆえに、「社

会科学の女王」だと言われてきました。他の社会諸科学の進展ぶりをみると、それは、近年で

はやや倣慢な言い方かもしれません。しかし、きわめて標準化が進んでおり、グローバルに共

通の認識枠組みとして機能しているという面では、やはり経済学は傑出しているといえます。

実際、今日「マクロ経済学」や「ミクロ経済学」は世界中の人々の共通知識です。その共通知

識の上で「為替」や「貿易」についての議論が世界で行われているのです。また各国の中央銀

行や経済官庁は、経済学に基づいて国際的に統一された基準によって物価や雇用のデータを集

め、それをもとに経済政策を立案しています。近年、アメリカの一流大学院の教室は、中国や

インドから経済学を学びに来た熱心な学生たちで溢れています。またずいぶん前から、ラテン・

アメリカの国々は国内の優秀な学生を選りすぐって欧米の大学の経済学部に留学させてきまし

た。発展途上国にとって経済問題は死活にかかわることですから、これもうなずけることです。

経済問題の重要性は先進国でもかわりません。国民の生活に強い関わりを持つ「経済政策」は、

既述のように、経済についての高度な専門知識を持つ人たちによって運営されているのです。 

例えば、アメリカの連邦準備制度議長は、アメリカの金融政策の舵取りをし、またそれを通じ

て世界経済にも多大な影響を与えています。その行動はとてつもなく大きな意味を持つわけで

すが、2006年に同議長に新たに任命されたベン・バーナンキは、マクロ経済学の専門家で、長

らくプリンストン大学で経済学部教授を務めていた人です。自身が経済学者にまでならなくと

も、経済に対して大きな影響力を持つ人には、経済学の不断の勉強が欠かせません。これから

グローバルな経済連携はますます深まるでしょう。それにつれて共通知識としての「経済学」

の意味がさらに高まることも間違いありません。慶應義塾大学の経済学は、日本で一番長い歴

史を持ちます。もちろん、ただ歴史が長いというだけではありません。慶應義塾はこれまで、

つねに日本における経済学研究の重要拠点であり、新しい知識の発信地でありました。本塾経

済学研究科は、この大切な「経済学」の知識を高い志を持った学生に広め、研究者、実務家を

問わず高度な専門知識を持った人材を育成していくことを使命としています。

修士課程・後期博士課程

経済学専攻

［入学定員］

修士課程　70 名

後期博士課程　15 名

［授与する学位］

修士（経済学）

博士（経済学）

経済学研究科委員長

池尾　和人

2006 年度　自発展開型　学生の発表テーマ（一部）

「江戸東京の水運の変遷 ―運河に注目して資料を紐解く―」
「街における美術館の役割 ―美術館の歴史と地域開発の視点から―」
「日本人と庭園 ―西洋庭園との相違から見た日本庭園の独自性―」
「1960 年代米国の公民権運動の社会的・宗教的要因」
「ベートーヴェンのピアノ・ソナタの解釈・分析の変遷および比較」
「存在論的安心の喪失：1990年代の社会問題におけるポストモダニティ」
「『クロイツナハ・ノート』試論 ―若き日のマルクスの思想的展開過程に寄せて―」
「携帯電話のナンバーポータビリティおよび
　　　　メールアドレスポータビリティの導入に伴うキャリアのシェア変化分析」

2006 年度　誘導展開型　学生の発表テーマ（一部）

「小笠原におけるエコツーリズムとエコツアーについて」
「琵琶湖周辺の水環境保全に対する地域住民組織の可能性 ―滋賀県伊香郡高月町自治会を事例として―」
「映画製作プロジェクト」
「中東系ユダヤ人に見るイスラエル」
「90年代ハリウッド映画における家族観」

［ 研 究プロジェクト］

2007 年度のテーマと担当教員・設置キャンパス　誘導展開型
「これまでの都市」と「これからの都市」  長田　進（日吉）
自然の利用について考える  河田幸視（三田）
医療と病気の近現代史  鈴木晃仁（三田）
ユダヤ人問題  羽田　功（日吉）
Environment and Development Issues // Art & Fashion  バティ、ロジャー（三田）

社会保障にかかわるエンピリカル・リサーチ
准教授　山田篤裕

研究プロジェクトの概要

種　　類

誘導展開型、自発展開型の２種類。

誘導展開型 自発展開型
　誘導展開型の研究プロジェクトにおいては、
教員が研究テーマと研究手段を提示し、これに
沿って学生が研究を遂行します。参加する学生
は研究プロジェクトを担当する教員が提示する
テーマにある程度の基礎知識をすでに持ち合わ
せていることが求められます。その上で、教員
に研究手段および方向性を提示してもらうこと
により、与えられた研究テーマを深めることを
目的としています。

　自発展開型は、研究プロジェクトに参加する
学生が研究テーマを設定し、さらには研究を監
督してもらう担当教員を指名して行われる授業
です。指名された担当教員は、学生の研究が滞
りなく遂行できるように学術的な観点からプロ
ジェクトを支えます。このタイプの研究プロジェ
クトの目的は、学生自らが特定の研究テーマを
設定し、さらには、研究の手段と方向性を教員
の助けを得ながら模索し研究を完結することに
より、ある学問について深い理解を得るという
ことにあります。

対象学生 経済学部３・４年生（共同研究の場合は他学部の学生の参加も可）。研究プロジェクト、ＰＣＰ、
ゼミを同時に履修することもできます。

担当教員 三田および日吉の経済学部専任教員。

学問的分野 様々な発展性を秘めた、多岐にわたる学問分野が用意されています。

開講キャンパス 三田および日吉

授業形態 基本は少人数（１クラス５人まで）または個人を対象とした授業です。

開講期間 １年。ゼミとは異なり、研究プロジェクトは１年間で完結させます。

研究成果 参加した学生は、論文などの形で研究成果を報告することが義務付けられます。研究成果の報告は、
毎年度末にシンポジウムを開催して報告されます。また、Ｗｅｂでも公開され長期的に保存されま
す。これは、研究プロジェクトに参加した学生に、自身の研究成果を大学院進学時や就職を検討し
ている時期に有効的かつ容易に活用してもらうためです。

  研究プロジェクトの目的

研究プロジェクトは、みなさんに学問の方向性をより強く持ってもらうためのコースで、多くの学術的分野におい
て、自発的および積極的に学問を探求してもらうことを目的としています。
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専

門

教

育

科

目 

分　　野 科　　目 概　　要

A　経済理論

ミクロ経済学中級Ⅰa, b 経済事象をめぐる因果関係の論理を厳密かつ緻密に追跡します。この理論体系は、

経済学の大きな樹冠を支える幹にたとえることができます。ミクロ経済学中級Ⅱa, b

独占資本主義論 a, b

マクロ経済学中級Ⅰa, b

マクロ経済学中級Ⅱa, b

B　計量・統計

計量経済学中級 a, b 観察データから、事象の原因を特定したり、メカニズムを誤りなく浮かび上がらせ

るために必要な緻密な手法の体系です。経済学に科学性を与える上で大きな役割を

果たしています。広い応用範囲を持ちます。

計量経済学上級 a, b

経済統計 a, b

確率・統計 a, b

社会科学基礎論 a, b

C　学史・思想史

経済学史Ⅰa, b 先人の学問や思想に現代の光を当てるとともに、現代の学問などに先人の考察を対

照させることは、人々の知的営為の発展に貢献するところが大きいと言えます。経済学史Ⅱa, b

社会思想 a, b

社会思想史 a, b

D　経済史
日本経済史 a, b 経済に関わる歴史を事実に即して検証し、その因果関係を論理的に論じます。市場

がどのように形成され、各国の経済社会はいつ形作られたのか、近代化はどのよう
な力学によって支えられたのかなど、興味深い内容です。

欧米経済史 a, b

アジア経済史 a, b

E　産業・労働

工業経済論 a, b 市場の働きを個別具体的に、または横断的に観察し、問題を論じ、自由や公平や公

正などに関わる社会的な見地から、いかなる規則やルールがとられるべきかを考察

します。

農業経済論 a, b

産業組織論 a, b

労働経済論 a, b

社会政策論 a, b

F　制度・政策

経済政策論 a, b 財政・金融制度の戦後からの歴史、経済の安定化のための財政政策・金融調整など

を論じ、公共事業の発展のための最適な規制を提示します。財政論 a, b

金融論 a, b

日本経済システム論 a, b

G　現代経済

現代日本経済論 a, b 日本経済を中心に、また体制を相互比較することにより、今日の経済を構造的にま

た総合的に理解することを目指します。日本資本主義発達史 a, b

現代資本主義論 a, b

経済体制論 a, b

H　国際経済
国際貿易論 a, b グローバルな経済のシステムを理解するとともに、南北問題に代表されるような開

発政策の重要性の理解を通じて、世界経済の持続的成長の道を考えます。国際金融論 a, b

経済発展論 a, b

I　環境関連
経済地理 a, b 経済を空間としてとらえると、良き自然環境の保全と活性ある経済社会をいかにし

て両立させるか、地域経済の特性はいかにして形成されてきたかなどを問うことが
できます。

環境経済論 a, b

都市経済論 a, b

J　社会関連
人口論 a, b 経済学と他の分野との境界面にある学際的分野です。社会の発展につれ、これから

ますます発達していく領域として期待されています。産業社会学 a, b

社会史 a, b

特

殊

科

目 

第２学年（日吉） 第３学年・第４学年（三田）
簿記 ゲームの理論 経済政策のミクロ分析 専門外国書講読
確率論入門Ⅰ 解析学Ⅰ ファイナンス入門 演習
確率論入門Ⅱ 解析学Ⅱ 公共政策
解析学入門Ⅰ 契約理論 公共選択論
解析学入門Ⅱ 公共経済学 NPO 経済論

数理経済学Ⅰ 格差と援助の経済学
数理経済学特論Ⅰ［微分方程式論］ 世界経済論 研究会
数理経済学特論Ⅱ［確率論］ 開発経済学 研究会
代数学 EU・ジャパン・エコノミック・リレーションズ PCP
時系列分析 廃棄と汚染の経済学 MICROECONOMICS
ベイズ統計学 地域経済論 MACROECONOMICS
資金循環分析 地球環境問題 PUBLIC POLICY AND LAW
近代日本社会思想史 環境評価論 INTRODUCTION TO FINANCE
現代日本社会思想史 資源経済論 INTERNATIONAL TRADE
東欧・ロシア社会経済思想史 アジア社会史 INTERNATIONAL ENVIRONMENTAL POLICY
日本経済思想史 ラテンアメリカ社会史 APPLIED ECONOMETRICS
近代日本と東アジア 地方財政論 READING AND COMPOSITION
東欧経済史 簿記 PRESENTATION AND DISCUSSION
現代労働経済理論 金融資産市場論 研究プロジェクト
家族と教育の経済学 金融投資サービス論 研究プロジェクト
経済と法 企業金融論 研究プロジェクトC

● 詳しく知る・設置科目

日吉キャンパス 三田キャンパス

学　年 第 1 学年 第 2 学年 第 3 学年 第 4 学年

概　要

総合教育科目、外国語科目とと
もに経済学の基礎を学ぶ。

１年次の対象領域に加え、経済
学の専門知識を深める。

自分の目標と関心に沿って、①研究会② PCP ③研究プロジェクトか
ら学習の中心となる柱を選択。選択した柱に従い、卒業論文、英文リ
サーチ・ペーパーの提出、研究成果発表を行う。

Ⅰ系　自然・数理系 経済数学入門・言語認識論・心理学・人類学・数学・生物・地理学・天文学・物理学・論理学など
総合教育科目 Ⅱ系　人文・社会系 音楽・漢文・近代思想史・近代日本と福澤諭吉・経済人類学・言語学・地域研究・哲学・文学・倫理学など

Ⅲ系　総合・関連系 教育学・生命の科学・戦争と社会・比較文化論・表象文化論・ラテンアメリカ研究・自由研究セミナー※など

外国語Ⅰ
英語 Study Skills

外国語科目 英語セミナー 英語セミナー・英語リーディング
外国語Ⅱ ドイツ語、フランス語、中国語、スペイン語（いずれかひとつを選択）
外国語Ⅲ ドイツ語、フランス語、中国語、スペイン語、ロシア語（選択可）

保健体育科目 ４年間履修可能（選択可）

履修タイプⅠ
微分積分、線形代数 統計学Ⅰ、統計学Ⅱ
情報処理Ⅰ、情報処理Ⅱ（いずれかひとつを選択）
日本経済の現状と問題 統計学Ⅰ、統計学Ⅱ

基礎教育科目 世界経済の現状と問題
履修タイプⅡ 数学概論Ⅰ、数学概論Ⅱ

（以上４科目のうち２科目を選択）
情報処理Ⅰ、情報処理Ⅱ（いずれかひとつを選択）

必
修

経済史Ⅰ、経済史Ⅱ ミクロ経済学初級Ⅰ
マクロ経済学初級Ⅰ ミクロ経済学初級Ⅱ
マクロ経済学初級Ⅱ

専門教育科目

基礎科目
選
択
必
修

経済と環境、経済思想の歴史Ⅰ、
経済思想の歴史Ⅱ、計量経済学概論、
マルクス経済学Ⅰ、マルクス経済学Ⅱ、 
経済数学Ⅰ、経済数学Ⅱ、
経済数学Ⅲ、社会問題Ⅰ、社会問題Ⅱ

選
択
必
修

Aから J までの 10 分野のうち３分野以上にわたり、合計 12 単位以上を
取得
A経済理論　B計量・統計　C学史・思想史　D経済史　E産業・労働　
F制度・政策　G現代経済　H国際経済　I 環境関連　J社会関連

基本科目

特殊科目
選
択

簿記、確率論入門Ⅰ、確率論入門Ⅱ、
解析学入門Ⅰ、解析学入門Ⅱ

毎年設置される科目より履修。研究会、PCP、研究プロジェクトを含む。

関連科目 選
択

民法Ⅰ、民法Ⅱ、商法Ⅰ、商法Ⅱ、労働法、租税法、会計学、経営学
＊他学部設置の専門教育科目も含む

　 ３ つ の 柱
研究会（ゼミナール）…指導教員のもとで２年間専門分野を学習。卒業論文を提出。
PCP …２年間のコースワークにより、専門大学院進学に向けての基礎力を養成。
研究プロジェクト …自発展開型と誘導展開型があり、１年間で成果を提出・発表。

HIYOSHI MITA

※注　自由研究セミナー
　以下は 2007 年度開講の自由研究セミナーのタイトルです。
・Javaでプログラミングをしてみよう　・自分の出身高校を研究しよう　・国際経済の計量分析　・都市・建築に現れる伝統的デザイン　・Introduction to Film Studies
・「都市・自然・人間における詩と映像と音楽の融合」　・地域振興について考える　・「食」にまつわる自由研究　・日吉の自然・実践的入門　・ライフストーリ・インタビューに挑戦
・アナログとデジタルの世界　・医学と物語　・中国現代文化研究　・社会思想とは何か　・カウンセリングと精神療法を学ぶ　・日本とアジアの人口、家族、経済　・海外における日本文化
・ビクトリア朝の社会と文学　・生殖の政治学　・文化／社会／歴史／文学、その発想と感覚　・中国時事・文化を「読む」　・写真への接近　・エミール・ゾラを比較文学（文化）的に読み解く
・マルセル・プルースト「失われた時を求めて」を読む　・カエル学　・応用経済分析への招待　・社会史としてのアーサー王伝説　・地球環境と人間　・報道番組で知る中国語と中国社会
・高度成長社会を生きた人々　・日本の社会保障　・ドイツ映画の黄金時代

4年間のカリキュラム概要      ｜2007 年 4 月1日現在｜
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科目 職位 氏名 専門・研究領域
経済理論 教授 長　名　寛　明 理論経済学

山　田　太　門 理論経済学、公共経済学、財政学、非営利活動
丸　山　　　徹 函数解析学、数理経済学
塩　澤　修　平 理論経済学、金融理論
中　村　慎　助 理論経済学、公共経済学
中　山　幹　夫 ゲーム理論と経済学への応用
瀬　古　美　喜 理論経済学、都市経済学
須　田　伸　一 理論経済学、金融論
前　多　康　男 マクロ経済学
尾　崎　裕　之 経済動学、数理経済学
グレーヴァ 香子 ミクロ経済学、ゲームの理論、社会的選択理論

准教授 伊　藤　幹　夫 理論経済学、計量経済学
石　橋　孝　次 理論経済学
津　曲　正　俊 ミクロ経済学、組織の経済分析
玉　田　康　成 経済理論、契約と組織の理論
新　井　拓　児 数理ファイナンス、確率論

計量・統計 教授 清　水　雅　彦 計量経済学、産業構造分析、産業技術論
辻　村　和　佑 計量経済学、資金循環分析
マッケンジーコリン 計量経済学

准教授 宮　内　　　環 統計学、計量経済学
秋　山　　　裕 統計学、計量経済学、国際経済・地域研究
河　井　啓　希 応用計量経済学
田　中　辰　雄 計量経済学、経済発展論、技術変化の経済分析
中　妻　照　雄 計量経済学、ベイズ統計学

助教 赤　林　由　雄 計量経済学、産業連関分析
学史・思想史 教授 小　室　正　紀 日本経済思想史、日本経済史、文化史

坂　本　達　哉 社会思想
高草木　光　一 近代フランス社会思想史
池　田　幸　弘 経済学史、経済思想史

准教授 神　代　光　朗 経済学史、中・東欧史
助教 蔦　木　能　雄 社会思想史、日本近・現代社会思想史

経済史 教授 杉　山　伸　也 日本経済史、アジア経済史
矢　野　　　久 ドイツ社会史、社会経済史
古　田　和　子 アジア経済史
柳　沢　　　遊 近現代日本経済史
長谷川　淳　一 日英戦後史

准教授 飯　田　　　恭 西洋経済史、ドイツ農村社会経済史
崔　　　在　東　 ロシア経済史

産業・労働 教授 中　澤　敏　明 産業組織
渡　辺　幸　男 工業経済論、中小企業論、日本経済論
寺　出　道　雄 農業経済論
赤　林　英　夫 労働経済学、応用ミクロ経済学

准教授 山　田　篤　裕 社会政策、労働経済学
制度・政策 教授 吉　野　直　行 金融財政政策、マクロ経済学

大　村　達　弥 経済政策、公共選択論、規制経済論、テレコム経済論
池　尾　和　人 日本経済と金融
矢　野　　　誠 公共経済学、理論経済学
金　子　　　勝 制度経済学、財政学、地方財政論
駒　村　康　平 社会政策

准教授 藤　田　康　範 経済政策、経済理論
土　居　丈　朗 経済政策、財政学

現代経済 教授 北　村　洋　基 現代日本経済論
植　田　浩　史 現代資本主義論、日本資本主義発達史

准教授 延　近　　　充 現代資本主義論
駒　形　哲　哉 中国経済論、比較経済体制論
大　平　　　哲 開発経済学、経済発展の理論的側面

国際経済 教授 高　梨　和　紘 国際経済学、開発経済学
竹　森　俊　平 国際経済学
嘉　治　佐保子 国際マクロ経済学、欧州経済
木　村　福　成 国際貿易論、開発経済学
櫻　川　昌　哉 国際金融
若　杉　隆　平 国際経済学、産業・技術経済学

准教授 白　井　義　昌 国際経済学、経済理論
環境関連 教授 杉　浦　章　介 経済地理学、都市地理学、アメリカ研究

細　田　衛　士 環境経済学、理論経済学
大　沼　あゆみ 環境経済学、理論経済学

准教授 武　山　政　直 経済地理学、立地空間論
社会関連 教授 倉　沢　愛　子 東南アジア社会史

津　谷　典　子 社会人口学、人口統計学、家族社会学
清　水　　　透 ラテンアメリカ社会史

専

門

教

育

科

目

科　目 職　位 氏　名 専門・研究領域
英語 教授 近　藤　光　雄 英語、アメリカ研究

土　屋　博　政 英米文化思想史
鈴　木　五　郎 イギリスルネッサンス文学
河　地　和　子 アメリカ、南部アフリカのマイノリティ・イッシュー
ボールハチェットヘレン 近代日本思想史、日本語
杉　岡　洋　子 言語学（生成文法理論・形態論・統語論・意味論）
不　破　有　理 アーサー王文学、中世主義
松　岡　和　美 理論言語学（第一言語習得、統語論）
バティーロジャー 環境経済学、東欧史

准教授 志　村　明　彦 第２言語習得学、言語学（統語論）
エインジマイケル 近代日本文学、比較文学、比較映画研究
星　　　浩　司 理論言語学（統語論）
鈴　木　亮　子 言語学（語用論、歴史言語学）
石　井　　　明 西洋音楽史、演奏学
柏　崎　千佳子 歴史社会学、市民権
佐々木　由　美 異文化コミュニケーション、会話分析
永　井　容　子 英文学（19 世紀イギリス小説）
ノッターデビット 歴史社会学、教育社会学、家族社会学

ドイツ語 教授 伊　藤　行　雄 現代ドイツ文学、比較文化
八　木　輝　明 近代・現代ドイツ文学
羽　田　　　功 近現代ドイツ文学、ユダヤ人問題
中　山　　　純 ドイツ語学、テキスト言語学
クナウプハンスヨアヒム ドイツ語言語教授法、比較文化論
境　　　一　三 ドイツロマン主義芸術理論
七　字　眞　明 19・20 世紀ドイツ文学
鈴　村　直　樹 ドイツ語学

准教授 山　本　賀　代 ドイツ文学
フランス語 教授 小　潟　昭　夫 19 世紀フランス文学、都市論、表象文化論

西　尾　　　修 19 世紀フランス文学・思想史
後　平　　　隆 19 世紀フランス文学・政治思想
比留川　　　彰 フランス文学
林　　　栄美子 フランス現代文学、写真論
前　島　和　也 一般言語学
ガボリオマリ フランス語教授法、地域社会研究

専任講師 林　田　　　愛 19 世紀フランス文学
中国語 教授 竹　内　良　雄 中国文学

長　堀　祐　造 中国近現代文学
宇　　　振　領 日本語学・中日語言文化比較
村　越　貴代美 中国文学、書誌学

准教授 千　田　大　介 中国文学、漢字文献情報処理
溝　部　良　恵 中国文学
根　岸　宗一郎 中国近現代文学・比較文学

スペイン語 准教授 石　井　康　史 スペイン・ラテンアメリカ文学、比較文学
八　嶋　由香利 歴史学・スペイン地域研究
工　藤　多香子 文化人類学、カリブ海地域研究

数学 教授 光　　　道　隆 数学（代数学）
西　岡　久美子 数論
戸　瀬　信　之 数学（代数解析学、超局所解析、多変数関数論）
桂　田　昌　紀 解析的整数論
池　田　　　薫 数学・数理物理学
厚　地　　　淳 数学（確率過程論、確率解析、幾何学的関数論）
小木曽　啓　示 数学・代数幾何学
宮　崎　直　哉 数学（大域解析学、幾何学）

心理学 教授 中　野　泰　志 知覚心理学、障害心理学
地理学 教授 松　原　彰　子 自然地理学、地球環境論

准教授 長　田　　　進 都市地理学、経済地理学
生物学 教授 岸　　　由　二 生態学、科学社会学、地域自然論

准教授 福　山　欣　司 動物生態学、地域自然研究
長　沖　暁　子 生物学、科学社会学

物理学 教授 青　木　健一郎 理論物理学、高エネルギー理論、素粒子理論
化学 教授 清　水　健　一 化学、金属表面化学
国語文学 教授 寺　澤　行　忠 国文学（和歌文学）
歴史学 教授 鈴　木　晃　仁 身体と医療の歴史

外

国

語

科

目

総
合
教
育
科
目

経済学部教員一覧      ｜2007 年 4 月1日現在 ｜
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小
田
急
線

東
急

東
横
線

横浜市営地下鉄

信濃町

水道橋

京浜東北線（ＪＲ）
赤羽

中央線（ＪＲ）

京浜東北線・東海道線（ＪＲ）

信濃町キャンパス

三田キャンパス

湘南藤沢キャンパス

日吉キャンパス
矢上キャンパス

総武線

巣鴨
田端

日暮里

上野

秋葉原

東京

新橋

田町
品川

恵比寿

渋谷

代々木

新宿

池袋

五反田
中目黒
日吉

二俣川

相模大野

大和

湘南台

横浜戸塚藤沢辻堂

三田

日比谷

相鉄線

浅草橋

都
営
地
下
鉄
浅
草
線

東
京
メ
ト
ロ
日
比
谷
線

都営地下鉄三田線 山手
線（
ＪＲ）

〒223－8521　神奈川県横浜市港北区日吉 4－1－1
日吉キャンパス事務センター運営サービス担当
TEL．045－566－1000（直）
東急東横線「日吉」駅下車（徒歩 1分）
渋谷―日吉＝約 25 分（急行約 20 分）
横浜―日吉＝約 20 分（急行約 15 分）
新横浜―菊名―日吉＝約 20 分

〒108－8345　東京都港区三田 2－15－45
入学センター TEL．03－5427－1566（直）
JR 山手線・京浜東北線「田町」駅下車（徒歩 8分）
都営地下鉄浅草線・三田線「三田」駅下車（徒歩 7分）
都営地下鉄大江戸線「赤羽橋」駅下車（徒歩 8分）
東京―田町＝約 10 分／上野―田町＝約 20 分
渋谷―田町＝約 15 分／水道橋―三田＝約 15 分

日
吉
駅

至
渋
谷

至
横
浜

東
急
東
横
線

東
海
道
新
幹
線

矢上キャンパス

慶應義塾大学
日吉キャンパス

ＪＲ山手
線、
京浜

東
北
線

赤羽橋駅
都営大江戸線

都
営
三
田
線慶應義塾

大学
慶應義塾
中等部

慶應義塾
女子高校

国
道
１
号
線

至目黒

都営
浅草
線

至品
川

至
東
京

ＪＲ田町駅

三
田
駅

日吉キャンパス 三田キャンパス

慶應義塾アクセスマップ

慶應義塾大学経済学部　学部案内
2007 年 7 月 30 日発行

発行所：慶應義塾大学経済学部
　　　　〒108－8345　東京都港区三田 2－15－45
　　　　TEL  03－3453－4511（代）
　　　　http://www.econ.keio.ac. jp/

発行人：塩澤修平
編集人：白井義昌、不破有理
制　作：（有）梅沢印刷所 

1985 1995 2006
大学名・学部名 人数 大学名・学部名 人数 大学名・学部名 人数

1 東京大学・法学部 1578 1 東京大学・法学部 991 1 慶應義塾大学・経済学部 591

2 東京大学・工学部 1226 2 慶應義塾大学・経済学部 930 2 東京大学・法学部 412

3 東京大学・経済学部 1120 3 慶應義塾大学・法学部 729 3 慶應義塾大学・法学部 409

4 慶應義塾大学・経済学部 894 4 早稲田大学・理工学部 580 4 慶應義塾大学・商学部 303

5 一橋大学・東商大出身 658 5 東京大学・工学部 579 5 早稲田大学・政経学部 296

平成18年度経済学部卒業生の進路      ｜2007 年 4 月 30 日現在 ｜

上場企業のトップになれる大学・学部ベスト5

1985 1995 2006
大学名・学部名 人数 大学名・学部名 人数 大学名・学部名 人数

1 東京大学・法学部 154 1 東京大学・法学部 151 1 慶應義塾大学・経済学部 109

2 東京大学・工学部 114 2 東京大学・工学部 100 2 東京大学・法学部 73

3 東京大学・経済学部 99 3 慶應義塾大学・経済学部 92 3 慶應義塾大学・法学部 67

4 慶應義塾大学・経済学部 78 4 東京大学・経済学部 81 4 慶應義塾大学・商学部 57

5 一橋大学・東商大出身 65 5 慶應義塾大学・法学部 80 5 東京大学・経済学部 47

順位 会社名 人数

1 みずほフィナンシャルグループ 58

2 大和証券エスエムビーシー 24

3 東京海上日動火災保険 23

4 三菱東京ＵＦＪ銀行 22

5 損害保険ジャパン 15

6 第一生命保険 14

三井住友銀行 14

8 新日本監査法人 13

日興コーディアル証券 13

野村證券 13

三菱ＵＦＪ信託銀行 13

12 三井トラストフィナンシャルグループ 12

三井物産 12

14 ＮＴＴデータ 11

15 あずさ監査法人 9

大和証券 9

三井住友海上火災保険 9

18 伊藤忠商事 8

住友商事 8

電通 8

丸紅 8

三菱商事 8

順位 会社名 人数

23 アクセンチュア 7

トヨタ自動車 7

25 ＪＴＢ首都圏 6

住友信託銀行 6

大和総研 6

日本生命保険 6

野村不動産 6

30 キヤノン 5

サントリー 5

住友不動産 5

全日本空輸 5

日本航空インターナショナル 5

日本政策投資銀行 5

東日本旅客鉄道 5

富士通 5

ブリヂストン 5

松下電器産業 5

みずほインベスターズ証券 5

横浜銀行 5

りそなグループ 5

進学者数 62

うち大学院進学者 59

うち大学進学者 3

省庁名など 性別 試験種別など 試験区分など

総務省 男 国家Ⅰ種 法律職

金融庁 女 国家Ⅰ種 経済職

厚生労働省 男 国家Ⅰ種 経済職

経済産業省 男 国家Ⅱ種 その他事務職

農林水産省 女 国家Ⅰ種 経済職

国税専門官 男 その他 その他

国税専門官 男 その他 その他

国税専門官 男 その他 その他

就　職　先　　｜上位会社名｜ 大学院等進学状況

国家公務員合格者の主な入省先

役　員

社　長

｜PRESIDENT 2005年5月16日号・2006年10月16日号より引用｜
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